
   
                    設計支援委員会結果報告書 
   
 平成１８年５月設計支援委員会に付議した、下記の施設整備事業について、結果を報告します。  
 
                            記 

事 業 名 
（整備概要） 

 
 

元気な地域づくり交付金事業 
御津五城地区 女性・若者等活動促進施設 
（木造平屋建202.056㎡[延床]） 
（伝承ルームA,B，特産品加工室，事務室，倉庫，便所）

設計支援委員からの意見 具体化の結果・状況

１高齢者への配慮について 
 
 
 
 
 
２外構舗装と建物入口に段差があるよ
うで あればスロープ設置を検討願い
ます。 
 
３那智黒洗い出しは粒を小さいものと
し、 
すり足の人でも歩きやすいもので検討
願います。 
 
４押入は奥行がもっと狭くても良い 
 
 
５伝承ルームと事務室の入り口（敷居）
について 
 
６防犯対策について 
 
７駐車，駐輪スペースの検討 
 
 
 
 
 
８入り口のスロープはもっと長くしない
と 車椅子の人は一人では来られない 
 
９多目的便所のベビーシートではお年
寄りの人のおむつ交換ができないため
ユニバーサルシートで検討 
 
10伝承ルームも特産品加工室と同様
に床材を滑りにくいもので検討願いま
す。 
 
 
 
 
11建物全般に手すりの設置を検討 
 

１各部屋は土足で利用できるものとし、段 
 差を付けないものとします 
 事務室は腰掛け段差（470mm）とし、靴 脱ぎ
石は削除します 
 便所には手すりを設置します。 
 
２建物周辺からの出入りは段差をなくした スロ
ープとします。 
 
 
３那智黒洗い出しを凹凸のないモルタル仕上げ
に変更します。 
 
 
 
４物入れの容量確保から現設計（W=910㎜）で
お願いします。 
 
５各室水平なものとします 
 事務室の敷居は凹凸が無いものとします 
 
６各室キーで施錠します。 
 
７当敷地は建築物のみに用意されたもので、駐
車場としてのスペース確保は困難です。隣接す
る学校と協議し、学校敷地の利用をお願いする
こととなります。 
駐輪場のスペースは敷地内で検討します。 
 
８ご指摘の箇所は道路であり今回の施工範囲
でないため施工はできません。 
 
 
９便所の大きさと価格面からユニバーサルシー
トの設置はできません。 
 
 
10特産品加工室は炊事をする事から床が濡れ
ることが頻繁にあるため防滑仕様としています
が、伝承ルームでは床が濡れることは少ないと
考えられますので現設計のとおりでお願いしま
す。 
 
11当施設では便所内のみＬ字型の手すりを設
置するものとします。


